
蕨宿で本陣を務めた
加
か

兵
へ

衛
え

家
け

・五
ご

郎
ろ

兵
べ

衛
え

家
け

、
脇本陣を務めた新

しん

蔵
ぞう

家
け

などの墓石群。

天
てん

正
しょう

19年（1591）に
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

より寺
じ

領
りょう

20石
こく

を寄進する旨の朱印状
が三学院に与えられ、
以後歴代将軍からも

同様の朱印状が授与された。（6代・7代・15代将軍の朱印状は
将軍在職期間の関係から発給されていません）
※ 一般公開はしていませんが、歴史民俗資料館（中央5-17-22）で徳川家康朱印状の複製を展示しています

中
なか

山
せん

道
どう

蕨
わらび

宿
しゅく

蕨宿は周囲を用水堀で
囲まれていたため、家の
裏手に「はね橋」を設けて
出入りをしていた。はね橋
を引き上げると、家への
出入りができなくなるため、
防犯効果があったと考え
られる。

蕨宿は、中山道の江戸から2番目の宿場町として慶
けい

長
ちょう

17年（1612）頃に成立したと考えられている。

町並みは南北10町（約1.1㎞）、天
てん

保
ぽう

14年（1843）の人口は2223人、家数430軒。本陣2軒、脇本陣1軒

があり、宿の周囲が用水堀で囲まれていることが特徴である。

はね橋
ばし

 （北町 3-5-4）

MAP⑪

蕨
わらび

本
ほん

陣
じん

跡
あと

 （中央 5-17-14）

本陣は、宿場に設け
られた大名や公家など
の休泊所。蕨宿の本陣
は加

か

兵
へ

衛
え

家
け

と五
ご

郎
ろ

兵
べ

衛
え

家
け

の2家が代々務め、加
兵衛本陣には老

ろう

中
じゅう

水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

や皇
こう

女
じょ

和
かずの

宮
みや

などが
休泊している。

市指定 5  MAP②

徳
とく

川
がわ

将
しょう

軍
ぐん

家
け

朱
しゅ

印
いん

状
じょう

（北町 3-2-4　三学院）

市指定27  MAP⑨

一
いちの

宮
みや

御
み

幸
ゆき

之
の

図
ず

　藤
ふじ

村
むら

琢
たく

堂
どう

筆
ひつ

　明治 38年（1905）

明治元年（1868）、明治天皇が
大宮氷

ひ

川
かわ

神社へ行
ぎょう

幸
こう

した際に、
小休のため蕨宿本陣に到着した
場面を描いたもの。
※ 歴史民俗資料館（中央5-17-22）でパネルを
展示しています

MAP①

MAP⑨

三
さん

学
がく

院
いん

蕨
わらび

宿
しゅく

関
かん

係
けい

墓
ぼ

石
せき

群
ぐん

（北町 3-2-4　三学院）

はね橋　昭和38年（1963）はね橋　昭和38年（1963） 復元されたはね橋復元されたはね橋

板碑は、中世に盛んに
造立された死者を供

く

養
よう

する
ための塔

とう

婆
ば

。この板碑は、11
人の結

けっ

衆
しゅ

が逆
ぎゃく

修
しゅ

（生前に死
後の冥福を祈る仏事）のため
に造立したもの。緑

りょく

泥
でい

片
へん

岩
がん

製
せい

で、中央上部に阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

が線刻されている。

蕨を開拓した金
かね

子
こ

氏
し

ゆかりの塚、渋
しぶ

川
かわ

氏
し

関係の戦死者を葬った
塚などと伝えられる。

蕨
わらび

に人
ひと

が住
す

み始
はじ

めた頃
ころ

平成6年（1994）に中央2丁目で行われた平成6年（1994）に中央2丁目で行われた

発掘調査で、弥生～古墳時代の遺物が出土し、発掘調査で、弥生～古墳時代の遺物が出土し、

蕨の歴史が大きくさかのぼることが判明した。蕨の歴史が大きくさかのぼることが判明した。

この遺跡は「この遺跡は「金金
かなかな

山山
やまやま

遺遺
いい

跡跡
せきせき

」と名付けられた。」と名付けられた。

観
かん

応
のう

3年（1352）、文献（賀
か

上
がみ

家
け

文
もん

書
じょ

）の
なかに初めて「蕨」の地名があらわれる。
中世の蕨は、足

あし

利
かが

氏
し

の一族であった渋
しぶ

川
かわ

氏
し

が館
やかた

（蕨城）を構え、市
いち

も開かれていた。

一
いっ

本
ぽん

杉
すぎ

塚
づか

（北町 1-20-4）

市指定 3  MAP⑩

蕨
わらび

城
じょう

跡
あと

　（中央 4-21-29）

南北朝時代に渋
しぶ

川
かわ

氏
し

が依拠し、大
だい

永
えい

4年（1524）頃に北
ほう

条
じょう

氏
うじ

綱
つな

に攻められて
落城、永

えい

禄
ろく

10年（1567）に上
かず

総
さの

国
くに

三
み

舟
ふね

山
やま

合
かっ

戦
せん

で渋川氏が戦死したため廃された
といわれている。江戸時代初期には鷹

たか

狩
がり

の際に休憩地として利用された。

県指定  MAP④

市指定 10  MAP⑨

阿
あ

弥
み

陀
だ

一
いっ

尊
そん

画
が

像
ぞう

板
いた

碑
び

 文
ぶん

明
めい

13年（1481）（北町3-2-4　三学院）

金金
かなかな

山山
やまやま

遺遺
いい

跡跡
せきせき

出出
しゅつしゅつ

土土
どど

遺遺
いい

物物
ぶつぶつ

金金
かなかな

山山
やまやま

遺遺
いい

跡跡
せきせき

発発
はっはっ

掘掘
くつくつ

風風
ふうふう

景景
けいけい

戦
せん

乱
らん

と信
しん

仰
こう

高橋家で生産された織物
の縞

しま

柄
がら

見本帳。蕨の特産品
となった双子織の柄見本や、
英国マンチェスターの紡

ぼう

績
せき

会社のラベルなどが貼付
された貴重な資料。

※歴史民俗資料館（中央5-17-22）で展示しています

蕨では、江戸時代後期から塚
つか

越
ごし

村
むら

を中心に綿織物業が盛んになり、織物のまちとして発展した。双
ふた

子
こ

織
おり

に代表

される綿製品は、良質で値段も安価であったため評判となった。

機
はた

神
じん

社
じゃ

 （塚越 3-2-19　塚越稲荷社境内）

蕨の織物業を発展させた5代目高
たか

橋
はし

新
しん

五
ご

郎
ろう

と妻いせを「機
はた

神
がみ

様
さま

」として祀
まつ

る。像とともに、反
たん

物
もの

や糸
いと

取
とり

の道具もおかれ、木綿
糸が巻かれている。また、前身の関

かん

東
とう

大
だい

権
ごん

現
げん

社
しゃ

の神像である
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

座
ざ

像
ぞう

もともに祀
まつ

られている。
※ 一般公開はしていません

市指定 7  MAP⑯

数
かず

馬
ま

夫
ふ

妻
さい

画
が

像
ぞう

並
ならびに

機
き

業
ぎょう

由
ゆ

来
らい

記
き

（部分）　嘉
か

永
えい

3 年（1850）

5代目高
たか

橋
はし

新
しん

五
ご

郎
ろう

が高橋家の
織物業の由来と発展について
記したもの。5代目高橋新五郎と
妻いせの肖像が描かれている。
※ 歴史民俗資料館（中央5-17-22）で展示して
います

MAP①

機
はた

織
おり

図
ず

絵
え

馬
ま

 （中央5-17-22）　明治35年（1902）

画面を四分割し、糸
染から製織、製品検査、
販売までの作業工程が
描かれている。
明治時代の蕨の織物業
の様子を伝える貴重な
資料。

市指定 35  MAP① 　

市指定6  MAP①

双
ふた

子
こ

織
おり

縞
しま

帳
ちょう

織
おり

物
もの

のまち・蕨
わらび

徳徳
とくとく

川川
がわがわ

家家
いえいえ

康康
やすやす

座座
ざざ

像像
ぞうぞう

高高
たかたか

橋橋
はしはし

いせいせ座座
ざざ

像像
ぞうぞう

高高
たかたか

橋橋
はしはし

新新
しんしん

五五
ごご

郎郎
ろうろう

座座
ざざ

像像
ぞうぞう

市指定 34

機
はた

神
じん

社
じゃ

神
しん

像
ぞう

※ 一般公開はしていません

第
だい

一
いち

蕨
わらび

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

（現 市立北小学校）
昭和 3 年（1928）

第
だい

二
に

蕨
わらび

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

（現 市立東小学校）
大正13 年（1924）

石川直中石川直中

洪
こう

水
ずい

の蕨
わらび

駅
えき

前
まえ

通
どお

り　明治 43 年（1910）

蕨
わらび

駅
えき

と駅
えき

員
いん

昭和 3 年（1928）

明治26年（1893）、蕨駅が開業。当時の列車発着本数
は、上野・青森駅間が上下各5本、上野・前橋駅間が上下各
6本で、蕨・上野駅間の運賃は12銭であった。鉄道の開通
により人や物の往来が盛んとなり、蕨の発展へとつな
がっていった。

明治3年（1870）、昌
しょう

平
へい

坂
ざか

学
がく

問
もん

所
じょ

の儒
じゅ

官
かん

であった石川直中を迎え、下
しも

蕨
わらび

に蕨郷
ごう

学
がっ

校
こう

が開校した。蕨郷学校は同5年（1872）の

学
がく

制
せい

施行によって公立小学校となり、現在も市立北小学校として150年に及ぶ歴史を刻んでいる。

昭和20年（1945）、蕨は
3回の空襲を受け、被災家
屋約400戸、死者は50名に
達し、埼玉県内では熊

くま

谷
がや

市
し

に次ぐ被害をこうむった。
翌21年（1946）、若者たち
を励まそうと、全国に先駆
けて「成年式（成人式）」が
行われ、蕨市では、現在も
「成年式」の名称で20歳の
祝典を開催している。

 蕨
わらび

報
ほう

国
こく

農
のう

場
じょう

での収
しゅう

穫
かく

風
ふう

景
けい

　昭和17年（1942）

食糧不足のため、現在の南町にあった空き地に蕨報国
農場がつくられた。写真は川口高等女学校の生徒による
サツマイモ収穫の様子。

  蕨蕨
わらびわらび

のの学学
がっがっ

校校
こうこう

教教
きょうきょう

育育
いくいく

  

  蕨蕨
わらびわらび

駅駅
えきえき

のの開開
かいかい

業業
ぎょうぎょう

    蕨蕨
わらびわらび

空空
くうくう

襲襲
しゅうしゅう

とと成成
せいせい

年年
ねんねん

式式
しきしき

  

 第
だい

1回
かい

成
せい

年
ねん

式
しき

昭和21年（1946）


